
１　学習の目標

２　身に付けてほしい力

３　学習評価（評価規準と評価方法）

４　先生からのアドバイス（予習・復習の方法、授業の受け方など）

主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

地理に関わる諸事象について，より
よい社会の実現を視野にそこで見ら
れる課題を主体的に追究，解決しよ
うとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通し
て涵養される日本国民としての自
覚，我が国の国土に対する愛情，世
界の諸地域の多様な生活文化を尊重
しようとすることの大切さについて
の自覚などを深める
ノート提出、他提出物
作業学習等の取り組み状況
平常点

評
価
の
方
法

世界の生活文化の多様性や，防
災，地域や地球的課題への取組
などを理解するとともに，地図
や地理情報システムなどを用い
て，調査や諸資料から地理に関
する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付
けている。

定期考査
作業学習等の取り組み状況
その他課題

地理に関わる事象の意味や意義，特
色や相互の関連を，位置や分布，場
所，人間と自然環境との相互依存関
係，空間的相互依存作用，地域など
に着目して，概念などを活用して多
面的・多角的に考察したり，地理的
な課題の解決に向けて構想したりす
る力や，考察，構想したことを効果
的に説明したり，それらをもとに議
論したりする力を養う。
定期考査
作業学習等の取り組み状況
その他課題

教科 地歴

評価
の
観点

知識および技能 思考力・判断力・表現力

３年

履修形態 必修
単位数 2

履修年次 １年 ２年

科目 地理総合

・授業を大切にしてください。欠席が重なったり作業を怠ければ、授業についていけなくなってしまいます。
　教科書をしっかり読み、重要項目を整理することに努めてください。
・ペアワーク、グループワークも学習活動です。積極的に自分の考えを述べ、相手の考えを尊重しましょう。
・一生懸命がんばって取り組んでいる生徒は「主体的に学習に取り組む態度」の観点で評価します。
　不明な点や納得のいかない点があれば積極的に質問しましょう。
・定期考査は、教科書の記述を中心とする授業内容から出題されます。
・提出を指示された課題等は必ず提出してください。提出しなければ、評価の三観点すべてにおいて不利に働きま
す。

地理学習において主体的・対話的で深い学びを実現するために，社会的諸事象の地理的な見方・考え方に根ざした
追究の視点とそれを活かして解決すべき課題を設定し，その課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い
視野に立ち，グローバル化が進み国際理解の必要性が増している現代において，主体的に生きる平和で民主的な国
家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての重要な資質・能力を培う。

規律やルールを守り、目標を追求する行動力 ○ 多様な価値を認め、他者と助け合う友愛力

○ 学びの価値を重んじる思考力 ○ あきらめずに最後までやり通す忍耐力

教科書
高等学校　地理総合

（第一学習社）
副教材等 コンパクト地理総合地図（二宮書店）



・授業態度
・発問評価
・小テスト
・定期考査

３
月

２章　生活圏の調査と地域の
展望
①地域調査の方法

・地域調査について，積極的な調査を実施でき，地域調
査の必要性を理解し,地域調査の基本を身につける。
・地域調査を通して，地域のさまざまな事象に対し５Ｗ
１Ｈの発問を設定して課題を抽出し，その解決策を提案
し，共有する。

・授業態度
・発問評価
・課題提出

・授業態度
・発問評価
・小テスト
・定期考査

4
月
～
５
月

・現代世界を構成する基本単位の国家とは何かを理解
し，交通・通信の発達によって，生活，社会，産業，国
家間の関係がどのように変化したかを時系列で理解す
る。
・さまざまな情報手段を用いて，現在世界で起こってい
る国境・領土問題について調べるとともに，日本の領域
と周辺国との領土問題にはどのようなものが存在する
か，理解する。
・グローバル化の中で，人・「モノ」・資本の国際移動
の複雑化や，国家的結びつきの変化に気づき，国家が自
国の利益などのために結んでいる国際機関の変遷を学習
する。

・授業態度
・発問評価
・小テスト
・定期考査

２節　国家の結びつきとグ
ローバル化する社会
①国家の領域と国境
②日本の領域とさまざまな領
土問題
③国家をこえた結びつき
④交通機関の発達と縮小する
世界
⑤情報・通信で一体化する世
界
⑥拡大する世界の貿易と物流
⑦グローバル化と人の移動に
よる結びつき

６
月
～
7
月

８
月
～
９
月

第２編　国際理解と国際協力
１章　生活・文化の多様性と
国際理解
①世界の生活・文化を写真で
つかもう
②人々の生活に彩りを与える
気候
⑥暮らしを豊かにする産業
⑦宗教と人々の暮らし
⑧暮らしを楽しむための文化
⑨多様性に富んだ世界の人々
との共生

・人々の生活様式の差異を通して，地理的環境が及ぼす
影響について学ぶ。
・世界の自然環境は地域的に大きく異なることを，気候
の面からとらえる。
・世界の特色ある生活文化にはどのようなものがあるか
関心を持ち，地域固有の自然環境や歴史，風土に基づい
て形成されたと同時に，グローバル化のもとで新たな変
化が生じていることを学習する。
・多様なアイデンティティに持つ世界の人々と共生して
いくためには，他者の文化を尊重するとともに，自らの
文化を知ることが重要であることを学ぶ。

・授業態度
・発問評価
・小テスト
・定期考査

・地球環境問題のうち，酸性雨・地球温暖化・森林破壊
と生物種の減少・砂漠化を例に学び，世界的な取り組み
と地域に応じた取り組みが必要であることを理解する。
・国際社会の中で日本が果たすべき役割を認識し，国際
協力について,グローバルに考える視点と身近な問題とし
て考える視点を身につける。

４節　現役世代と将来世代の
ための地球
５節　平和で公正な社会に向
けて

第３編　持続可能な地域づく
りと私たち
１章　自然環境と防災
①地球規模で見る地形の姿と
自然災害
②人々の暮らしを取りまく自
然環境
③変動帯の自然と防災
④湿潤地域の自然と防災
⑤私たちができる災害への備
え

第２編　国際理解と国際協力
２章　地球的課題と国際協力
１節　持続可能な社会を目指
して
①持続可能な開発目標
（SDGs）
②地球的課題の地理的な側面
２節　すべての人々の尊厳と
平等が守られた社会に向けて

・現在，直面している地球的課題にはどのようなものが
あるかに注目し，それらは相互に関連し，地域によって
現れ方が異なることを，人口問題，食料問題，居住・都
市問題，資源・エネルギー問題，地球環境問題といった
具体的な事例を通して理解する。
・SDGsの達成に向け，さまざまな主体による国際協力の
重要性を学ぶと同時に，企業の社会的責任やエシカルな
消費者としての取組を通して，自らの行動を見直すこと
ができる。
・各地球的課題について，地域性を踏まえて把握すると
ともにその問題の所在や解決の方向性を図書館やイン
ターネットなどで調べ，話し合う。

・資源・エネルギー問題について，資源の限界性と偏在
性を理解し，原子力発電を含む世界のエネルギー利用の
変化と新エネルギー開発の必要性について考察する。
・身の回りに見られる再生可能エネルギーについて，そ
のメリットとデメリットを比較して，持続可能な社会に
必要なエネルギー構成を構想することができる。

３節　自然と調和した豊かな
社会に向けて
①技術革新と持続可能な産業
化
②限りある資源
③エネルギー問題
④都市・居住問題

後
期

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月
～
２
月

・世界を大きく変動帯と安定大陸で分類し，多くの自然
災害は変動帯で起きていることを理解する。
・日本に暮らす人々の生活は，気候や局地的な気候，地
形などに影響を受けていることを，実体験に基づいて理
解する。
・自然災害からの復興を困難にする複合災害について具
体的な事例を通して理解し，これまで学んだ対策を組み
合わせて備えるために必要な行動について考察できてい
る。

評価の観点

① ② ③

○ ○ ○

年間授業計画

前
期

月

第１編　１章　地図や地理情
報システムと現代世界
１節 球面上の世界と地図
①目的地への行き方
②地球上の位置
③世界の時差
④世界地図の見方・使い方
⑤地図から読み取る情報
⑥デジタル化された地図
⑦地理情報システムの活用

・地球上の位置をあらわすために緯度・経度が定められ
たことと，地軸の傾きによる季節変化と時差の存在を理
解し，科書掲載の時差の計算のワークに積極的に取り組
むことで，日本の標準時における諸外国の時間と生活の
ようすを想像することができる。
・メルカトル図法，正積図法，正距方位図法の特徴と欠
点を，知識として身につけるとともに，地球儀と世界地
図を用いて，球面を平面に表現する際の特徴と問題点
を，考えることができる。

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

評価資料・方法学習内容・目標（到達点）単元

・授業態度
・発問評価
・小テスト
・課題提出
・定期考査

・授業態度
・発問評価
・小テスト
・定期考査

・授業態度
・発問評価
・小テスト
・定期考査

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○



＊評価の観点　①知識・技能　　②思考力・判断力・表現力　　③主体的に取り組む態度



１　学習の目標

２　身に付けてほしい力

３　学習評価（評価規準と評価方法）

４　先生からのアドバイス（予習・復習の方法、授業の受け方など）

・授業を大切にしてください。欠席が重なったり作業を怠ければ、授業についていけなくなってしまいます。
　教科書をしっかり読み、歴史の流れ・つながりを理解し、重要項目を整理することに努めてください。
・ペアワーク、グループワークも学習活動です。積極的に自分の考えを述べ、相手の考えを尊重しましょう。
・一生懸命がんばって取り組んでいる生徒は「主体的に学習に取り組む態度」の観点で評価します。
　不明な点や納得のいかない点があれば積極的に質問しましょう。
・定期考査は、教科書の記述を中心とする授業内容から出題されます。
　歴史用語だけを暗記するのではなく、出来事の内容、原因・背景、結果・影響なども定期考査で出題されます。
・提出を指示された課題等は必ず提出してください。提出しなければ、評価の三観点すべてにおいて不利に働きま
す。

評
価
規
準

・近現代の歴史の概要を理解し
つつ、世界の歴史とその中の日
本の歴史の関わりにも目を向け
ることができている。
・様々な資料から歴史に関する
情報を調べ、取捨選択してまと
めることができる。

・歴史的なある事象について、
他の事象と比較したり現代との
つながりを考えたりしながら考
察することができる。またその
内容を説明することができる。
・他者の意見を聞き入れつつ、
自身の意見を確立することがで
きる。

・意欲的に授業に取り組み、歴
史的な事象の課題について主体
的に追究・解決しようとしてい
る。
・自国及び他国の歴史や文化に
ついて理解を深め、互いの尊重
に努めている。

評
価
の
方
法

定期考査
その他課題

定期考査
作業学習等の取り組み状況
その他課題

ノート提出、他提出物
作業学習、その他授業内におけ
る取り組み状況

規律やルールを守り、目標を追求する行動力 〇 多様な価値を認め、他者と助け合う友愛力

評価
の
観点

知識および技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度

教科書 詳述 歴史総合
（実教出版）

副教材等

日本・世界の歴史の近現代史の展開の中で戦争を通して結びついてグローバル化したり、グループ化して分裂した
りする様相を教科書や諸資料に基づき政権の変遷や地理的条件、環境・資源などとの関連を理解させ、文化の多様
性・複合性と現代世界の特質を広い視野から考察させることによって歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生
きる日本国民としての自覚と資質を養う。

〇 学びの価値を重んじる思考力 〇 あきらめずに最後までやり通す忍耐力

履修年次 １年 ２年 ３年

履修形態 必修
教科 歴史 科目 歴史総合 単位数 2



＊評価の観点　①知識・技能　　②思考力・判断力・表現力　　③主体的に取り組む態度

〇

他課題 〇 〇 〇

●学年末考査

3

50．国際連合と戦後世界 ■第二次世界大戦後、人々はどのような
世界をつくりあげようとしていたのか考
える。

ノート

48．戦争と民衆 他課題 〇 〇 〇

49．敗戦

１
・
２

47．第二次世界大戦とアジア太
　　平洋戦争

考査 〇 〇

ノート 〇

46．日中戦争

44．ファシズムの時代12

第６章 経済危機と第二次世
　　　 界大戦

■ヒトラーがひきいるナチ党が何を主張
し、どのようにしてドイツの政権をに
ぎったのか理解する。また、そのことが
せかいにどのような影響を与えたのか考
える。
■第二次世界大戦が起こった原因や、大
戦がもたらした結果を考察する。
■戦争がいつどのようにして「終結」し
たと言えるのか考える。
■第二次世界大戦の終結後、新しい国際
関係の構築とその影響を考察し理解を深
める。また、その時の日本の態度につい
て理解する。

45．満州事変と軍部の台頭

他課題 〇 〇 〇

●後期中間考査

〇 〇

ノート 〇11

24．自由民権運動の高まり ■自由民権運動とは何なのか、なぜ起
こったのか、また自由民権運動がどのよ
うに展開したのかについて理解する。
■大日本帝国憲法が制定された過程やそ
の中身を理解し、大日本帝国憲法がめざ
そうとした国家がどのようなものか考察
する。

25．立憲国家の成立 考査

〇

23．近代的な国際関係と国境
　　・領土の画定

後
期

10

他課題 〇 〇

19．開国

21．新政府の成立と諸改革 ノート 〇

考査 〇 〇

　●前期期末考査 他課題 〇 〇 〇

9

第３章 アジアの変容と日本
　　　 の近代化 ■開国が日本の社会に与えた影響、また

幕末から新政府の成立につながる流れを
理解する。
■明治新政府の改革の狙いについて考察
する。
■現在の日本のかたちがどのようにつく
られたのか理解する。

〇

14．世界市場の形成 ノート 〇

〇

７
・
８

■革命後のアメリカにおいて、どのよう
な問題が生じ、アメリカはどのように対
応したのか理解する。
■世界の緊密化が進み、どのような変化
が生まれたのか考察する。

13．アメリカの発展と分裂 考査 〇

10．19世紀のイギリスとフラン
　　ス

考査 〇 〇

ノート 〇
6

　●前期中間考査 ■革命後のイギリス・フランスにおい
て、政治や経済面でどのような改革の動
きがあったのか理解する。
■イタリアとドイツの統一が達成された
過程について理解する。11．イタリア・ドイツの統一 他課題 〇 〇

９．ウィーン体制

〇

８．フランス革命とナポレオン
5

■フランス革命の概略やその影響につい
て理解する。
■産業革命や市民革命は、現代世界の政
治・経済制度や民主主義の発達にどのよ
うな影響を及ぼしたかを考察する。

他課題 〇 〇

６．イギリス産業革命 考査 〇 〇

７．アメリカ独立革命 ノート 〇

評価の観点

① ② ③

前
期

4

第２章 欧米の市民革命と
　　 　国民国家の形成

■産業革命がイギリスで起こった背景
や、どのように展開したのかを理解す
る。
■アメリカが独立をめざした理由や、革
命がどのように進んだのか理解する。

　　年間授業計画

月 単元 学習内容・目標（到達点）
評価資料・
方法


